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大
洗
町
)
の
観
光

P
R等
に
活
躍
す
る

い
「
ミ
ス
ボ
ト
大
洗
し
の
コ
ン
テ
ス
ト
ガ

一
去
る

7
月
刊
日
大
洗
文
化
セ
ン
タ
大

山
ム
口
議
案
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

川
県
内
各
地
方
ら
沼
人
の
出
場
応
募
ガ

い
あ
り
¥
一
次
審
査
で
残
っ
た
叩
歳
か
ら

…
お
歳
ま
で
の
お
人
の
美
女
達
ガ
審
査
を

二
一
又
け
¥
大
洗
町
の
学
生
、
久
保
木
京
子

~
さ
ん
(
叩
〉
¥
水
戸
市
の
会
社
員
¥
小
宮

一
山
理
香
さ
ん
(
お
〉
¥
日
立
市
の
水
涼
イ

川
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
¥
黒
沢
恵
子
さ
ん
(
凶
)

一
の

3
人
ガ
選
ば
れ
ま
し
だ
。

…
こ
れ
は
¥
大
洗
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

二
子
大
洗
町
観
光
協
会
・
大
洗
青
年
回

二
体
連
絡
協
議
会
・
大
洗
田
の

4
自
体
ガ

主
催
。
竹
内
田
長
、
ガ
「
フ
工
リ
|
就
杭

を
期
に
ミ
ス
ポ
ト
大
洗
を
選
び
¥
大

洗
の
観
光

P
Rに
活
躍
を
頭
い
て
い
る

そ
の
事
に
よ
り
来
遊
客
も
増
え
¥
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
し
と
撲
踏
。
そ

の
後
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
り
ま
し
た
。

会
場
は
¥
軽
快
な
音
楽
の
流
れ
る
な

か

¥
5人
?
組
に
な
っ
て
一
フ
ケ
川
ノ
ト
を

片
手
に
真
っ
白
な
テ
二
ス
ウ
工
戸
姿

で
登
場
。
石
井
観
光
協
会
長
を
は
じ
め

青
年
母
体
代
表
¥
関
係
者
等
の
ね
人
の

審
査
員
か
ら
「
出
場
の
動
機
¥
大
洗
の

イ
メ
ー
ジ
L

等
々
の
麗
問
を
受
け
¥
ハ

ツ
一
フ
ツ
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

選
ば
れ

E
3人
に
は
¥
ト
口
フ
イ

と
日
器
具
の
海
外
原
行
ク
ー
ポ
ン
券
等
豪

華
商
ロ
皿
、
ガ
石
井
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
¥

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

久
保
木
京
三
ハ
)
ん
は
「
観
光
地
ー
大
洗
…

の

P
Rの
た
め
に
¥
こ
れ
か
ら
一
生
懸
川

命
韻
張
り
ま
す
L

。
小
宮
山
理
香
さ
ん
川

は
「
大
洗
の
観
光
レ
ベ
ル
ア
ッ
ブ
の
た
一

め
に
¥
ミ
ス
ポ
ト
大
洗
と
し
て
頑
張
川

り
ま
す
L

。
黒
沢
恵
子
さ
ん
は
寸
大
洗
一

を
茨
既
定
け
で
な
く
全
匿
に
知
っ
て
頂
川

け
る
よ
う
に
観
光

P
Rに
顕
張
り
ま
す
し
川

と
¥
抱
員
奇
話
し
て
い
ま
し
た
。
~

ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
は
¥
今
回
で
第

7
一

代
田
。

7
年
間
¥
観
光
大
洗
の
イ
メ
!
一

ジ
戸
川
ノ
ブ
役
と
し
て
¥
務
め
る
こ
と
に
一

な

り

ま

し

疋

。

山

ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
の
ご
活
躍
を
期
待
〈

い
疋
し
ぎ
す
。

婿
ミ
ス
ポ

i
ト
大
洗
に
選
ば
れ
た
(
右
か
ら
)

黒

沢

恵

子

さ

ん

久

保

木

京

子

さ

ん

小

宮

山

浬

香

さ

ん

求、日毎
r

叫路大

&新ミスポート大j先を祝福するミスポ

ート大洗の方波見さんと梶間さん A 審査員と関係者

高
い
山
の
頂
に
残
っ
た
雪
渓
が
、

真
夏
の
強
烈
な
太
陽
を
受
け
て
白
銀

に
輝
く
さ
ま
は
、
心
洗
わ
れ
る
風
景

で
す
。
夏
山
登
山
の
魅
力
の
一
つ
は
、

こ
の
雪
渓
で
す
。

雪
渓
と
い
う
の
は
、
高
山
の
へ
こ

ん
だ
斜
面
や
深
い
渓
谷
を
う
ず
め
た

雪
が
、
夏
も
消
、
え
ず
に
残
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
氷
河
の
侵
食
作
用
に
よ

っ
て
で
き
た
カ
I
ル
(
巻
き
谷
)
に
、

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
盛
夏
は
溶
け
て

し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
万
年

措
一
主
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
時
一
自
渓
は
、
表
面
が
融
解
や
凍

結
を
繰
り
返
し
て
、
氷
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

勺
る
さ

有
名
な
雪
渓
は
、
剣
岳
(
富
山
県
)

つ
今
3
ざ
わ

の
剣
沢
雪
渓
、
立
山
(
富
山
県
)
の

く

り

の

す

け

し

ろ

う

ま

内
蔵
助
雪
渓
、
白
馬
岳
(
長
野
・
富

山
県
)
の
白
馬
大
雪
渓
な
ど
で
す
。

特
に
白
庄
内
は
、
お
花
畑
が
魅
力
で
す
。

雪
渓
の
あ
る
山
に
は
、
高
山
植
物
の

群
落
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
て

以
前
は
、
雪
渓
ま
で
登
る
の
は
、

ほ
と
ん
ど
若
い
登
山
者
で
し
た
が
、

最
近
は
中
高
年
者
め
登
山
熱
が
盛
ん

に
な
り
、
多
く
の
人
が
雪
渓
を
楽
し

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
交
通
が
便

利
に
な
り
、
雪
渓
の
そ
ば
ま
で
車
道

が
で
き
、
雪
渓
パ
ス
ツ
ア
ー
で
カ
ラ

フ
.
ル
な
ス
キ
l
ウ
エ
ア
に
身
を
包
ん

だ
団
体
が
、
ど
っ
と
押
し
寄
せ
る
風

景
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
雪

渓
の
一
部
を
滑
走
禁
止
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

八
月
一

i
七
日
は
、
「
観
光
週
間
」

で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
貴
重
な
観
光

資
源
(
自
然
や
名
所
・
旧
跡
な
ど
)

を
一
人
一
人
が
大
切
に
し
、
あ
と
か

ら
く
る
人
も
気
持
ち
よ
く
楽
し
め
る

よ
う
に
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
観
光
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

一一一-一-

ふ審査員の質問に答える出場者&石井会長から賞の贈塁
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1¥ 選挙当毘の
投票人員 投票率

有 権 者 数

興 7，826人 4，434人 56.66% 

女 8，222人 4，771人 58野 03%

言十 16，048人 9，205人 57.36% 

お

0投票状況

王子成5年8月5臼

旭茨那水近

城珂戸灘

村町署市市
・ 町-・

6:25:86:35:6 村
の

90 14 65 86 投
ノf ノ、「ノマノ f

I I I I 菓
セセセセ状
ン ン ン ン 況
トトトト

駅
前
、
広
報
車
と
無
線
広
報
等
に
よ
り

有
権
者
に
呼
び
掛
け
を
行
っ
た
が
、
投

票
率
が
伸
び
な
か
っ
た
。
」
と
、
話
し

て
い
ま
し
た
。

選
挙
は
、
主
権
者
で
あ
る
皆
さ
ん
が

政
治
に
直
接
参
加
す
る
最
も
愛
要
な
機

会
で
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん
政
治
と
選

挙
の
意
義
を
十
分
認
識
さ
れ
、
積
極
的

に
参
加
し
て
、
大
切
な
一
票
を
投
じ
て

下
さ
い
。

大
洗
町
の
選
挙
の
結
果
は
、
別
措
の

通
り
で
す
。

「
大
洗

O
候
補
者
の
得
票
数

政党候補者氏名 得票数

自由民主党 中 山利生 1，525票

日本社会党 時出奇雄司 1 ，092葉

自由民主党 額 賀 福 志 郎 2，741票

民社党 塚 田 延 充 1，993禦

自由民主党 葉梨信符 1，234票

日本共産党 関戸秀子| 491票

⑧
有
効
投
票
・
・
・

九、

O
七
六
薬

⑧
無
効
投
票
・

一
二
九
票

ィ
カ
i
オ
ク
シ

3
万
円
を
関

大洗;警を事れいiこする会

大競j換器区の

j藷嬬作業に

尊い j子

去
る
6
月
初
日
、
島
津
三
菱
自
動
車

販
売
会
社
社
長
が
釘
に
訪
れ
、
一
一
一
菱
ギ

ラ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ

i

オ
ク
シ
ョ
ン
の
臼
万
円
を
町
に
寄
付
。

竹
内
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
三
菱
ギ
ラ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
5
月
U
B
か
ら
初
日
ま
で
大
洗
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
。
そ
の
期
間
中
、

大
会
開
催
を
記
念
し
て
、
三
菱
自
動
車

販
売
会
社
と
三
菱
自
動
車
工
業
が
地
元

の
皆
さ
ん
へ
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ

l
オ

ク

大

洗

港

は

、

シ

i
ズ
ン
に
な
る
と
毎

シ

ョ

ン

を

行

っ

た

も

の

で

、

車

両

は

、

年

多

く

の

釣

り

客

や

観

光

苓

が

訪

れ

、

軽
自
動
車
「
ミ
ニ
カ
・
ピ
ア
チ
ェ

E
3
一

い

ろ

い

ろ

な

ゴ

ミ

が

捨

て

ら

れ

て

お

り

ド

ア

」

(

車

両

本

体

価

絡

同

万

円

)

。

ま

す

。

オ
ク
シ
ョ
ン
は
、
コ

i
ス

内

に

申

込

こ

の

た

め

、

自

分

遠

の

手

で

大

洗

港

書

を

置

き

、

希

望

購

入

金

額

を

記

入

し

を

き

れ

い

に

し

よ

う

と

ぜ

去

る

7
月
討

て

応

募

し

た

も

の

で

、

総

数

剖

過

の

応

日

大

洗

港

を

き

れ

い

に

す

る

会

(

小

松

募

の

中

で

最

も

高

い

金

額

、

日

万

円

の

崎

七

之

介

会

長

i
部
団
体
)
の
皆
さ
ん

。
‘
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令
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e
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令
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e
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+
も
O
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9
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6
6
O
S
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1
0
令
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も
9
6
9
e
e
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'
A
V
も
o
e
o
a
宅
。
も
9
4
9
A守
9
6
6
9
9
4
6
S
4
'
e
o
ι
τ
6
9
0
も
も
も
O
も
令
も
A
，
J

一
先
呂
、
謀
新
聞
の
「
水
戸
つ
ぽ
へ
と
丑
一
口
っ
て
走
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
名
私
は
そ
の
方
に
、
鮮
魚
市
場
へ
行
き
去
る
6
月
幻
臼
午
前
、
御
町
海
岸
一

…
の
手
紙
」
に
、
こ
ん
な
事
が
書
か
れ
も
な
い
会
社
名
の
タ
ク
シ
ー
で
は
な
か
た
い
が
何
処
で
す
か
と
開
き
ま
し
た
。
通
り
の
「
む
さ
し
ゃ
」
さ
ん
と
い
う
…

一

て

い

ま

し

た

。

大

洗

町

の

活

字

は

出

っ

た

。

す

る

と

そ

の

方

は

、

私

を

事

務

所

の

中

お

屈

で

質

物

を

致

し

ま

し

た

が

、

そ

一

一
て
い
な
か
っ
た
が
内
容
は
次
の
と
お
一
方
で
、
熱
心
に
観
光
地
づ
く
り
に
に
入
れ
て
く
れ
中
の
人
達
に
、
私
の
事
こ
の
御
、
主
人
と
奥
様
か
ら
心
経
ま
る
…

…

り

で

す

。

努

力

を

し

て

も

、

片

や

か

雲

助

タ

ク

シ

を

話

し

て

く

れ

ま

し

た

。

ご

接

偶

を

賜

わ

り

ま

し

て

私

共

数

人

一

一
住
民
は
観
光
地
意
識
を

i
u
が
横
行
し
て
い
る
の
で
は
こ
の
地
話
を
開
く
と
私
は
市
場
と
反
対
の
方
の
旅
人
は
大
変
に
感
激
し
ま
し
た
。
一

一
口
コ
ミ
で
広
が
る
悪
印
象
域
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
一
事
で
ム
口
無
向
に
歩
い
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
の
時
土
地
不
案
内
未
曲
者
の
地
で
、
ご
…

一
水
戸
か
ら
東
ヘ
ロ
キ
ロ
。
熱
心
に
し
だ
。
そ
れ
と
、
惑
い
イ
メ
ー
ジ
は
口
中
に
お
り
ま
し
た
女
の
方
が
「
私
が
車
親
切
を
い
た
だ
く
の
は
文
字
通
り
池
一

一
観
光
地
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
コ
ミ
で
広
が
り
ゃ
す
い
。
で
案
内
し
て
あ
げ
る
」
と
言
っ
て
、
市
獄
に
仏
の
気
持
ち
で
し
た
。
~

…
町
が
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
会
社
の
タ
と
、
書
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
観
場
ま
で
私
を
連
れ
て
行
き
私
が
異
物
を
町
長
さ
ん
に
も
こ
の
感
謝
を
お
伝
…

一
ク
シ
!
を
迎
察
し
、
乗
車
し
た
と
き
光
大
洗
の
イ
メ

i
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
っ
て
済
ま
せ
る
ま
で
待
っ
て
い
て
く
れ
文
化
え
い
た
し
た
く
一
築
敬
上
に
至
っ
た
一

…

の

事

で

あ

っ

た

。

乗

車

そ

こ

そ

こ

に

し

ま

う

。

セ

ン

タ

ー

迄

、

送

っ

て

く

れ

た

の

で

す

句

次

第

で

あ

り

ま

す

。

一

…
迎
車
料
五
百
円
く
れ
と
運
転
手
が
一
言
こ
ん
な
特
に
、
竹
内
町
長
宛
に
町
民
私
が
車
か
ら
降
り
る
持
「
貴
女
の
事
御
町
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
て
…

…

七

社

H
Uバ
ー
観
光
地
大
洗
応
対
す
る

J

dド
つ
な
お
礼
の
手
紙
と
…

五

日

さ

ら

に

不

思

議

な

こ

と

f
p
u事
紙
等
者
紹
介
い
い
い
し
ト
い

J
h一

号

γ

日
間
四
日
」

…
乗
車
し
た
ら
指
定
し
た
駅
と
逆
方
の
心
暖
ま
る
行
為
の
手
紙
と
薬
害
が
届
務
所
の
住
所
又
名
前
を
教
え
て
欲
し
い
、
観
光
客
に
対
し
て
の
心
緩
ま
る
行
為
…

一
向
に
走
っ
て
い
る
。
方
向
が
違
う
と
き
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。
私
は
山
梨
県
の
長
坂
町
か
ら
集
会
に
来
を
常
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。
一

一
言
っ
た
わ
運
転
手
は
、
こ
っ
ち
の
山
梨
県
長
坂
町
の
方
か
り
の
手
紙
。
た
者
で
す
L

と

一

言

い

ま

し

た

が

去

作

古

川

市

中

川

約

一

一
方
向
が
近
道
だ
と
い
う
。
若
い
た
の
前
文
略
。

6
月
四
日
朝

8
時
加
分
方
は
、
「
私
が
今
一
寸
暇
だ
か
ら
送
っ
機

j
J
J北
炉
問
機
、
い
川
、
…

一
は
、
指
定
し
た
駅
よ
り
遠
く
離
れ
た
頃
那
珂
湊
の
鮮
魚
市
場
に
行
く
つ
も
り
て
や
っ
た
ん
で
す
」
と
一
一
己
主
主
翻
…

rJi--γ一-JJん
に
山
川
野

一
三
つ
自
の
駅
だ
っ
た
。
前
回
乗
車
の
で
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
海
岸
通
所
も
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
機
織
機
わ
い
十
れ
が
レ
小
山
川
、
一
切
一
機
…

一
時
は
指
定
し
た
駅
ま
で
千
円
弱
。
そ
り
を
歩
き
始
め
た
。
タ
ク
シ
ー
を
拾
う
れ
で
は
お
札
だ
と
お
金
を
出
し
て
も
受
機
崎
ほ
竺

一
れ
が
一
一
一
千
円
近
く
の
メ

l
タ
i
に
は
予
定
で
し
た
が
タ
ク
シ
ー
は
拾
え
ず
加
取
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
迂
町
一

¥γ

ベ

¥

{

〆

恥

畿
、
八
?
句
、
一
ソ
¥
¥
、
輪
一

…
ね
上
が
っ
て
い
る
。
一
一
一
倍
だ
。
だ
ま
分
く
ら
い
歩
き
ま
し
た
が
雨
が
降
り
出
閣
で
し
た
、
先
に
事
務
所
の
場
所
く
ら
麟
約
十
!
¥
乎

…

さ

れ

た

と

思

っ

た

。

し

て

来

た

の

で

文

化

セ

ン

タ

ー

へ

帰

る

い

確

認

し

て

お

け

ば

良

か

っ

た

の

で

す

。

璽

建

-

機

…

一
降
車
す
る
際
に
、
わ
ざ
と
速
く
へ
為
海
岸
通
り
よ
り
少
し
奥
に
入
っ
た
道
部
品
川
中
を
一
人
で
歩
い
て
い
た
の
で
翻
欝
子
;
¥
、
関
。

…
連
れ
て
来
た
旨
の
苦
情
を
申
し
出
た
を
ぬ
れ
な
が
ら
歩
い
て
き
ま
し
た
。
親
切
に
、
遂
あ
ま
え
て
送
り
迎
え
を
さ
藤
盤

F

5

欝

…

一
ら
、
運
転
手
は
恐
ろ
し
い
顔
つ
き
で
、
そ
の
時
に
、
私
百
に
入
っ
た
の
が
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
後
文
略
。
関
樹
齢
ト
一
対
日
F
t
p
機

一

…
「
こ
っ
ち
が
近
い
ん
だ
」
と
ひ
と
こ
日
通
の
方
で
し
た
。
宮
城
県
仙
台
市
の
方
か
ら
の
葉
書
。
燃
機
小
網
¥
門
川
駅
ダ
憐
機
騒
…

r
f
'
e
‘
，
e
o
も
A
l
o
-
-
4
0
も
A
'
令
。
今
6
4
6
A
も
O
句
。
も
6
9
O
B
O
-
-
令
。
令
。
&
司
令
も
A
'
s
e
e
6
6
4
'
t
司
6
6
6
6
6生

I'争

+
-
4
f
'与
e
t
'
も
4争
6
9
6
9
6
A
7
，
‘
，
O色

7
9全

7
0ム
7
9
e
e企

794&V964写
6
4
4
司
令
。
-
o
h亨

6
9
6
4
0
も
e
-
9
1
9
宅
J
e
-
-
4
も
6
も
-
O
も
。
も
0
ι
一
事
。
」

福
本
キ
ヨ
コ
さ
ん
(
大
洗
町
)
が
落
札
し

た
も
の
で
す
。

寄
付
を
受
け
た
竹
内
町
長
は
、
「
福

祉
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

が
、
午
前
8
時
か
ら
大
洗
漁
港
区
内
の

清
掃
作
業
を
意
欲
的
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。約

3
時
間
汗
を
な
が
し
て
の
奉
仕
作

業
で
空
き
缶
、
紙
く
ず
、
雑
草
な
ど
2

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
日
ム
口
の
ご
み
を
回
収

し
て
、
港
内
は
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

分
が
手
続
き
、
そ
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
町
備
え
付
け
の
届
警

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ご
、
玉

人
の
勤
務
先
で
証
明
を
受
け
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

(
証
明
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
に

は
、
ご
、
主
人
の
年
金
子
帳
・
健
康
保

検
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も

国
民
年
金
位
入
り
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
奥
さ
ん
は
、
日
出
民
年
金
の
加

入
者
(
第
3
号
被
保
検
者
)
に
な
り

ま
す
。ご

主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
奥
さ
ん
が
ご
、
王
人
の
健
康

保
険
(
社
会
保
険
・
共
済
組
合
保
険
)

の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
で
判
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
奥
さ
ん
の
年
齢
が
加
歳

未
満
や

ω歳
以
上
の
と
き
に
は
、
国

民
年
金
加
入
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
o

i自
介
で
保
険
料
を

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
|

罰
民
年
金
に
加
入
す
る
と
保
険
料

を
納
め
ま
す
が
、
第
3
号
被
保
険
者

に
な
っ
た
奥
さ
ん
は
、
自
分
で
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
ご
、
主
人
の
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
加
入
者
・
奥
き
ん
の
人
数
に

応
じ
た
保
険
料
総
額
を
国
民
年
金
の

拠
出
金
と
し
て
、
ま
と
め
て
納
付
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

な
お
、
こ
の
拠
出
金
は
厚
生
年
金

保
倹
料
や
共
済
制
組
合
掛
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
奥
さ
ん
が
第
3

号
被
保
険
者
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
ご
、
五
人
の
給
料
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
保
険
料
や
掛
金
が
増
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ig-分
で
加
入
手
続
き
を
し
ま
す
|

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が
、
由

民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者
に
該
当

し
た
と
き
に
は
、
役
場
年
金
係
で
自

政
権
交
代
の
是
非
を
問
、
っ
、
第
羽
田

衆
議
続
議
員
総
選
挙
及
ぴ
最
高
裁
判
所

裁
判
官
由
民
審
査
は
、
去
る
7
月
四
日

(
日
)
町
内
初
ヶ
所
の
投
票
所
で
投
票
、

午
後
7
時
よ
り
磯
浜
小
学
校
体
育
館
で

郎
日
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
近
の
国
政
選
挙
で
は
、
若
い
人
の

棄
権
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
投
票
率
は
、
茨
城
県
平
均

悦
・
乃
パ
ー
セ
ン
ト
。
大
洗
町
は
町
・

部
パ
!
セ
ン
ト
、
沼
町
内
訂
市
町
村
の
白

番
目
と
な
り
ま
し
た
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
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転車水戸地震大会

誤小が
三年

一こども

L、

第
初
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
水

戸
地
区
大
会
が
、
去
る
6
月
目
日
磯
浜

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
小
学
校
児
支
の
交
通

安
全
に
対
す
る
興
味
と
関
心
を
高
め
、

競
技
を
通
し
て
交
通
知
識
を
身
に
つ
け

交
通
事
故
防
止
を
国
ろ
、
7
と
水
戸
地
区

交
通
安
全
協
会
と
水
戸
警
察
署
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。

大
会
は
、
小
学
校
5
・
6
年
生
で
構

成
さ
れ
た
ロ
チ
l
ム
(
1
チ
i
ム
4
名
)

の
ロ
校
が
参
加
。
本
前
か
ら
磯
浜
小
学

校
と
大
震
小
学
校
の
児
童
が
出
場
し
ま

し
た
。競

技
は
、
交
通
規
制
の
知
識
や
自
転

おお

専
の
安
全
な
乗
り
方
の
基
本
を
問
、
7
学

科
テ
ス
ト
と
安
全
技
能
を
競
う
実
技
走

で
通
え
る
大
識
の
夏

地
域
環
境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、

去
る
7
月
4
日
(
日
)
に
町
内
4
ヶ
所
の

花
壇
を
磯
浜
、
大
賞
、
婦
人
会
、
祝
町
子

供
会
育
成
連
合
会
、
祝
寿
会
の
各
団
体

(3)第260号

恥
V

祝
町
口
1ιιa
タ
リ

i
花
壇

の
皆
さ
ん
が
色
鮮
や
か
な
花
の
植
え
込

み
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
は
、
東
光
ム
口
ロ
ー
タ
リ
ー
、
観

光
ホ
テ
ル
下
、
松
ケ
丘
住
宅
前
と
祝
町

ロ
i
タ
リ

i
に
集
ま
り
、
草
刈
り
や
夏

の
花
の
ベ
コ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド
1
、
1
5
0
本
の
植
え
込

み
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
祝
町
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
は

今
回
は
じ
め
て
の
植
え
込
み
作
業
。
花

の
あ
る
街
に
し
ょ
、
っ
と
祝
寿
会
の
皆
さ

ん
の
指
導
を
受
け
、
子
供
会
の
皆
さ
ん

は
大
変
苦
労
し
な
が
ら
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

観
光
地
大
洗
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ラ
ワ

ー
ロ

l
ド
と
な
り
ま
し
た
。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

行
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん

は
、
信
号
機
や
障
窓
口
物
を
設
置
さ
れ
た

所
で
は
「
お
よ
し
、
左
よ
し
」
と
元
気

な
声
で
安
全
を
確
認
、
見
事
な
ハ
ン
ド

ル
さ
ば
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
難
関
を
突
破
し
た
、
磯
浜
小
学

校
が
団
体
の
部
で
3
年
連
続
優
勝
。
大

賞
小
学
校
も
8
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
の
部
で
藤
枝
和
幸
君
が
優

勝
を
鈎
り
ま
し
た
。

磯
浜
小
学
校
の
選
手

金
子
太
批
判
君

(
6
年
生
)

藤

枝

和

幸

君

(
6
年
生
)

川

上

字

典

君

(
6
年
生
)

秋

山

敬

紀

君

(
6
年
生
)

優
勝
し
た
、
磯
浜
小
学
校
チ
l
ム
は

7
月
9
自
に
水
一
戸
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
茨
城
県
大
会
に
出
場
(
叩
チ

i
ム

が
出
場
)
し
て
健
闘
闘
し
ま
し
た
が
惜
し

く
も
入
賞
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た。
こ
れ
か
ら
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く

守
り
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
し
ま

1

レょ、つ。

A
優
勝
し
た
磯
小
チ
1

ム

暑
い
夏
の
季
節
を
迎
え
、
去
る
7
月

日
日
大
洗
海
岸
で
海
開
き
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
は
、
午
前
日
時
よ
り
行
わ
れ
竹

内
町
長
や
関
係
者
約
刊
名
が
出
席
し
て

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
を
祈
願

し
ま
し
た
。

竹
内
町
長
は
、
挨
拶
の
中
で
「
き
れ

い
な
海
と
ゴ
ミ
の
な
い
海
岸
、
充
実
し

た
施
設
で
安
心
し
て
海
水
浴
を
楽
し
ん

で
頂
き
た
い
。
更
に
観
光
地
と
し
て
来

竹
内
野
長
が

大
洗
町
高
年
者
大
学
(
年
間
9
回
開

校
)
は
、
毎
回
い
ろ
い
ろ
な
事
を
楽
し

く
学
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
、
第
出
期
生
の
何
名
の
高
年

者
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
、
第
2
回
目

の
高
年
者
大
学
が
、
去
る
6
月
初
日
大

洗
マ
リ

l
ナ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
屈
は
、
竹
内
町
長
を
講
師
に
招
い

'、一一

て
「
数
字
が
語
る
大
洗
町
の
現
況
と
課

題
」
と
題
し
て
講
話
と
な
り
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
竹
内
町
長
は
、
「
就
任

当
時
か
ら
、
健
全
財
政
の
運
営
に
向
け

て
毎
年
努
力
し
て
き
た
結
果
、
そ
の
成

果
が
今
日
の
数
字
で
示
さ
れ
た
通
り
で

す
。
ま
た
、
当
町
は
観
光
地
と
し
て
の

財
政
需
要
が
あ
り
、
道
路
舗
装
・
ご
み

処
理
施
設
・
し
尿
・
上
水
道
等
の
慈
備

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
更
に
、
将
来

の
発
展
に
向
け
て
、
快
適
性
の
高
い
都

市
基
盤
を
整
備
し
、
自
然
と
調
和
し
た

り
ゾ

i
ト
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

行
く
。
」
と
判
り
易
く
説
明
を
し
て
い

ま
し
た
。

約
2
時
間
の
講
義
に
高
年
者
の
皆
さ

ん
は
、
終
始
熱
心
に
竹
内
町
長
の
話
を

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
高
年
者
大
学
生
の
皆
さ
ん

は
大
洗
港
が
一
望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
楽
し
い
食
事
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

遊
客
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
暖

か
い
行
為
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
L

と
挨
拶
。
海
開
き
式
を
終
了
し
ま

し
た
。そ

の
後
、
町
内
の
公
・
私
立
保
育
園

児
の
皆
さ
ん
約
別
名
が
き
れ
い
な
大
洗

の
海
岸
に
し
よ
う
と
、
一
生
同
問
一
山
ム
叩
に
海

岸
の
清
掃
を
し
て
い
ま
し
た
。
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

今
年
の
夏
も
、
き
れ
い
な
砂
浜
で
水

の
事
故
の
無
い
海
水
浴
場
と
し
て
多
く

の
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
こ
と

で
し
ょ
、
っ
。

一7
霊
撃
鑑
ク
リ
ー
ン
一
一

一
一
館
麟
饗
融
機
関
一
一

海
水
浴
の
時
期
を
迎
え
、
大
洗
の
最

も
活
性
化
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

道
路
に
散
乱
し
て
い
る
空
き
缶
を
回

収
し
て
、
き
れ
い
な
道
路
で
観
光
客
を

迎
え
よ
う
と
、
去
る
7
月
口
門
口
(
土
)
役

場
職
員
が
散
乱
し
て
い
る
空
き
缶
の
田

q
d
母
乳
伊
⑤

180ミリ

〔評〕

光の状態、を良く読み、子供の

素直さがうまく捕えられました。

(絹針弘己)

婿 我が子の素直な表情を捕えよ

うと努力しました。

大和田康雄

F 2.8 開放オート

収
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
民
生
委
員
・

社
会
福
祉
協
議
会
・
環
境
衛
生
組
合
の

職
員
の
皆
さ
ん
も
参
加
、
総
勢

m名
が

午
前
6
時
役
場
に
集
合
。
町
内
の
町

道
・
県
道
、
マ
リ
ン
タ
ワ

i
周
辺
と
サ

ン
ビ

i
チ
を
ゴ
ミ
袋
片
手
に
、
空
き
缶

の
回
収
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
空
き
缶
は
、
何
と
4
ト

ン
の
量
一
と
な
り
ま
し
た
。

泰
仕
を
頂
い
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

6月中旬頃自宅庭でか、クアジサイと惨

間カ、、エルで梅雨の節!惑を出しました。

高須保

F 5.6 1/250 105ミリマクロ

〔評〕

;/Jクアジサイをアップで撮ってアマ

ガエルの配置を適格に捕えている。

(品目針 弘己)

〈好評につき写真展を9パまで間期延長/>

羽
抜
鶏
抱
け
ば
線
開
ぢ
る
な
り

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

{
評
}
夏
の
は
じ
め
に
は
、
鳥
類
の

羽
が
抜
け
替
る
。
鶏
も
例
外
で
は
な

く
、
ご
っ
そ
り
羽
が
抜
け
落
ち
て
地

肌
あ
ら
わ
な
様
は
い
た
ま
し
い
感
じ

が
す
る
も
の
だ
。
そ
ん
な
思
い
で
抱

い
て
や
る
と
、
鶏
も
心
持
ち
よ
さ
そ

う
に
限
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。

俳話
ら

後

藤

亀

泉

選

夏
萩
や
紺
屋
に
古
き
見
本
帖

髭

釜

川

川

崎

京

子

{
評
}
紺
屋
で
藍
染
め
初
見
本
帖
を

見
せ
て
貰
っ
て
い
る
。
配
り
物
の
手

拭
の
注
文
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
手

摺
れ
の
跡
も
著
し
い
見
本
帖
を
一
枚

一
枚
繰
り
な
が
ら
昔
懐
し
い
紺
の
絵

柄
を
覗
い
て
い
く
。
紺
震
の
門
口
に

は
、
こ
こ
の
処
の
涼
し
き
を
秋
と
感

違
い
し
た
の
か
、
平
く
も
萩
が
花
を

つ
け
始
め
て
い
る
。

梅
雨
晴
間
紙
飛
行
機
の
旋
闘
す

桜

道

真

閏

静

子

{
評
}
久
し
振
り
の
晴
天
で
あ
る
。

子
ら
の
飛
ば
す
紙
飛
行
機
が
、
う
ま

く
風
に
乗
っ
て
束
の
間
雨
を
忘
れ
た

空
間
を
ゆ
っ
く
り
旋
回
し
て
い
る
。

い
ん
う

淫
雨
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
子
ら

も
、
今
日
ば
か
り
は
一
戸
外
の
自
由
を

伸
び
の
び
と
満
喫
し
て
い
る
の
だ
。

星
一
つ
あ
り
て
た
の
し
き
梅
雨
晴
間

新
町
加
藤
{
一
不
一

{
評
}
こ
れ
は
梅
雨
晴
の
夜
。
雨
雲

の
切
れ
た
夜
空
に
、
や
っ
と
一
つ
の

星
を
視
野
に
捉
え
る
こ
と
の
出
来
た

俄
住
の
外
風
間
口
も
よ
し
一
自
主
の
月

大

賞

大

場

湖

舟

{
評
}
建
て
替
え
新
築
中
の
為
、
今

は
湯
殿
も
な
い
借
家
住
い
な
の
だ
が
、

た
ま
に
は
夏
め
赤
い
月
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
外
風
呂
に
駈
る
の
も
満
更
捨
て

た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
始
め
て
い

る
の
だ
。

日
一
一
…
一
一
日
一
一
究
者
河
オ
ウ
一

ぷ
V

，(宍
J
r
判、
9
1
0
イ
4
J

ご
イ
ノ
一

一

一e
一
之
示
ヘ
ギ
ム
、
E
d
チ一

rrs詰引
い

eh円札一一以ツん川二一

r
A
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f
V
A
A
A
i
-
-
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河
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ノ
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陶
枕
に
頭
を
の
せ
て
聞
く
風
の
音

髭

釜

川

上

弘

{
評
}
夏
用
の
枕
に
、
藤
で
編
ん
だ

龍
枕
、
瀬
戸
焼
の
陶
枕
な
ど
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
乗
せ
た
頭
が
涼
し
く
冷

え
る
様
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

陶
枕
は
中
空
な
の
で
、
物
の
響
き
に

感
応
し
易
い
の
だ
。
風
の
音
を
聞
き

な
が
ら
の
涼
し
い
昼
寝
で
あ
る
。

語
ら
ひ
も
弾
み
て
旅
の
明
易
し

新

町

岸

和

田

和

子

{
評
]
団
体
旅
行
の
ホ
テ
ル
で
の
呂

覚
め
。
昨
夜
、
宴
会
の
後
、
親
し
い

友
人
達
と
の
語
ら
い
に
短
か
夜
を
更

か
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
く

と
も
こ
の
と
こ
ろ
の
夜
明
け
は
早
い
。

ま
だ
寝
足
り
な
い
践
で
見
返
る
窓
の

自
み
で
あ
る
。

鐘
棲
を
覆
ひ
っ
く
せ
し
大
夏
木

明
神
町
小
松
崎
十
士
口

十
一
一
俊
勤
の
子
送
り
出
だ
せ
し
梅
雨
の
ド
ア

新

釘

伊

藤

苑

女

訪
れ
し
家
静
か
な
り
梅
雨
最
桝

髭

釜

稲

田

合

同

穂

楽
焼
の
車
問
き
花
瓶
に
生
け
し
百
合

明
神
町
小
松
崎
美
代

あ
れ
こ
れ
と
な
す
事
多
し
梅
雨
靖
間

古
本
光
台
田
中
勝
校

麦
飯
の
幼
き
頃
は
よ
く
鳴
り
し

夏

海

大

貫

千

代

子

政
璃
も
髪
も
乱
れ
て
塩
濠
崎

髭

釜

清

水

拡

一

期

は
ん
な
り
と
決
め
た
る
着
付
夏
衣

永

町

川

上

ひ

き

子
を
背
負
ひ
地
曳
網
ひ
く
一
自
主
の
浜

角

一

前

際

青

山

風

体
力
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
し
て
叫
麻
酔

磯

浜

浅

見

道

子

た
ん
ぽ
ぽ
の
動
見
つ
け
て
は
孫
と
吹
く

永

町

桜

井

政

士

口

間
期
会
杯
か
さ
ね
明
易
し

祝

町

今

川

聞

成

夜
も
す
が
ら
響
く
海
鳴
り
梅
雨
に
入
る

祝

町

今

川

、

つ

め



通う 第260号 (4)

300，000 

250，000 

間
舗
網
開
麟
翻
掛
融
金
れ
ま
す
/

i
l
中
関
器
開
畑
糟
者
麗
拡
減
税
l
l

国
民
健
康
保
険
税
は
町
の
一
般
会
計

予
算
で
は
な
く
、
「
国
保
特
別
会
計
」

と
い
う
別
枠
で
運
営
さ
れ
、
一
平
成
5
年

度
の
予
算
は
日
億
2
子
8
百
万
円
と
い

う
大
き
な
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
皆
様
が
病
院
の
窓
口
で

支
払
う
自
巴
負
担
金
(
初
診
料
等
)
や

6.4 
100 

t~ 

①説率の改正

一国保税の積算基礎と税率の改正一

〈改正前> <改正後〉

7.0 
100 

ちお

②
保
険
税
の
最
高
限
度
額
を
、

時
万
円
か
ら
田
万
円
に
引
上
げ

こ
れ
ら
を
3
人
世
帯
を
例
に
、
所
得

と
保
険
税
の
関
係
を
示
し
た
の
が
次
の

グ
ラ
フ
で
す
。
斜
線
の
部
分
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
中
間
所

得
岡
崎
の
方
々
が
減
税
と
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
グ
ラ
フ
は
資

お

娘度額50万円
(改正後)

限度額46万円
(改正前)

税率改正による保険税の比較モデル

(3人投帯・資産害IJは除いた)

/
 

〆

王子成5年8月5臼

(円)

500，000 

450，0口口
〈

イ果 400白000
険'

号350，∞D

国
・
県
・
町
の
負
担
金
と
国
保
税
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
地
方
税
の
改
正
や
近
年
の
成
問
地

症
の
ゴ
ル
フ
場
開
発
・
大
賞
台
地
開
発

に
伴
、
つ
譲
渡
所
得
の
伸
ぴ
を
考
慮
し
、

保
険
税
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

50.0 
100 

19，200丹/人
(所得31万円まで)

7，680円/人
(所得77方向まで)

11 ，520円/人

19，200円/人
(所得31万円まで)

7，680円/人

(所得77万円まで)

11 ，520円/人

58“7 
100 

25，200円
(所得31方向まで)

10，080円
(所得77万円まで)

15，120円

25，200円
(所得31万円まで)

10，080内
(所得77万円まで)

15，120内

7
心
に
残
る
本
を
読
ん
マ
み
ま
せ
ん
か

1
1
」

「
麗
体
み
販
機
奥
臨
書
の
お
薦
め

L

「
わ
た
し
と
世
界
」
会
刊
は
巻
た
美
し
い
青
春
の
議
。

身
の
ま
わ
り
の
物
事
か
ら
代
表
的
な
「
蝿
の
玉
」

も
の
を
取
り
上
げ
て
く
わ
し
く
説
明
し
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ

l
ル
テ
ィ
ン
グ
箸

て

い

ま

す

。

未

来

の

大

戦

争

が

お

こ

り

、

イ

ギ

リ

世
界
の
し
く
み
や
成
り
立
ち
が
理
解
ス
か
ら
疎
開
す
る
少
年
た
ち
の
乗
っ
た

で
き
る
よ
う
わ
か
り
や
す
く
4

青
か
れ
て
飛
行
機
が
攻
撃
を
う
け
、
南
太
平
洋
の

い

る

本

で

す

。

孤

島

に

不

時

着

す

る

。

島

で

は

激

し

い

「
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
」
「
生
き
物
の
す
内
部
対
立
が
お
こ
り
、
や
が
て
殺
伐
で

み
か
」
「
食
べ
物
を
生
む
大
地
」
な
ど
。
陰
惨
な
争
い
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
て
ゆ

小
学
生
向
け
(
リ
オ
リ
ブ
社
)
く
:
:
:
少
年
漂
流
物
語
の
形
式
を
と
り

「
青
い
麦
」
コ
レ
ッ
ト
著
な
が
ら
人
間
の
あ
り
方
を
鋭
く
追
究
し

南
フ
ラ
ン
ス
の
海
辺
の
町
を
舞
台
に
、
た
作
品
。

青
年
期
に
は
い
ろ
う
と
す
る
少
年
と
少

女
の
幼
い
愛
の
ゆ
く
え
を
描
い
た
コ
レ

ッ
ト
の
代
表
作
。
若
い
恋
人
た
ち
の
不

安
で
傷
つ
き
ゃ
す
い
心
理
の
う
つ
ろ
い

を
、
み
ご
と
な
自
然
描
写
と
女
性
的
な

鋭
い
繊
細
な
感
覚
の
う
ち
に
織
り
あ
げ

基本{建藤診査@結核@舗がん検診@嬬人の
{建藤づくど〕宮参査襲擁立〉お知らせ

健康の大切さを認識され、この機

会に必ずもよりの会場で受診いた

しましょう。

表

月 問

午前 9:30-11:30 
豊富 j 

午後 1:15-3 :30 

時場
d会、
:z;; 

手皇

お

9 H14B 

(火)

月

自

老人保健法及び、結核予防法の規

定に基づ、き健康診断を実施いたし

ますので、町民の皆様一人一人が

診

罪男

検

草寺臼

ぷ九
三ス前氷

9月16日

(木)

9月6日

(月)

9H7日

(火)

9月17日

(金)

9月8日

(水)

9月20B

(月)

9月9日

(木)

9m日|大洗問山|:::::33
¥下---------------

叩
山
一
初

日
一

3

~
…
~
 

o
-
5
 

3
-
l
 

Q
M

一1
ょ

前
一
後

午
~
午

ムロ組問
問協堂

Z
4

漁町砕
叫

ふ
八

午前 9:30-11:30 
永町堀害IJ集会所|一一一一

午後 1:15-3 :30 

9月10日

(金)

9月13日

(月)

薬
舗
組
欄
静
観
賦

細
細
麟
醗
セ
ン
タ
i
へ

水
戸
自
動
車
保
険
請
求
棺
談
セ
ン
タ

ー
(
毘
本
損
害
保
険
協
会
)
で
は
、
専

門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

。
相
談
受
付
日

平

日

午

前
9
時
加
分
1

午
後
4
時
却
分

(
土
曜
日
・
臼
耀
8
・
祭
日
は
休
み
)

毎
週
水
曜
尽
の
午
後
1
時
j

4
時
ま

で
、
弁
護
士
相
談
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
水
戸
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

一
Tm
水
一
戸
市
南
町
3
1
4

日

水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

5
階

宮

部

i
1
6
9
3

国7の人口と世帯
(7月|日現在)

人口 20，834人(-14) 
男 10，335人(-12) 
女 10，499人(-2) 

世帯数 6，400戸(一5)
転入 40人 転出 60人
出生 17人 死亡 11人

血液検変・限底検査・，c.、電菌検変

〔肺がん検診〕

40歳以上の方で、長年たばこを多

く吸っている方、たんやせきが長

く続いている方/熔疾細胞検査

〔婦人の健康づくり診査〕

18歳-39歳までの女性/血圧測定・

尿検査・血液検査

〔結核健康診断〕

王子成 5年 4月以降胸部レントゲン

検診を受けていない満18歳以上の

方(学校在学中・職場で実施して

いる方・結核患者・妊娠中の方は

除く l/胸部レントゲン検診

〔基本健康診査〕

40歳以上の方/血圧測定・尿検資・

(H5.7.20現在)
豆大洗文化センタ一行事予定表 (8/12"'27)

入場方法

関係者

催

日本教育音楽協会

五罪書催場所

ホール

併~

骨

全国学校合奏コンクール

内事{雀開始時間

9: 00-

日

8月12日(ね

8月20B位当
8月22日(日)

8月21日仕)

催関

予関のためは-ーさ子供の成人病!? 関係者

半:十生涯

み

ホール i大洗文化センター自主事業

ざなJレきコ中会議室習

懐かしの名題劇場

年集スフコ10: 00-

13・00-

関係者水戸地区交通安全協会

第23[ill関東理科研究発表会

大会議室

大会議室

運転免許更新時講認会9 : 00-8月25日制

関係者

「
機
能
回
復
訓
練
」

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-:1l166-2442へお問い合わせ下さい。

'61ふ1(121ふ|ふ|ふ|ふ
喜善

業

一
般
診
査
・
相
談

議

歳
六
ヵ
月
児
健
診

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反

応

検

査

U¥ 

1昆

B

C

G

接

種

会

子

本自

母

9 : 00-

名

松)11報国

吉田薩菜ちゃ ん

( 2歳10ヶ月)

メ入
仁3

1
時
∞
分

2
時
∞
分

1
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

1
持
応
分

2
時
日
分

l
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

E
時
日
分

9
持
∞
分

日
時
∞
分

立す

象

名

受
付
時
間

前
年
度
基
本
健
康
診
査
要
指
導
者
及
び

一
般
住
民

1
歳

6
ヵ
月
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

生
後
3
ヵ
月
l
必
カ
月
ま
で
の
乳
幼
児

生
後
川
抗
力
月
1
何
回
ヵ
月
ま
で
の
幼
児

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

言:長

母
性
及
び
乳
幼
児
の
相
談
者

0
8
月
初
日
樹
内
科
医
診
察
指
導

0
9
月
7
日
同
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

8月27日ω

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
8
月
刊
日
ω

0

8
月
口
白
川
W

0
8
月
川
抗
日
仰

0
8
月

u
a樹

0
8
月
白
日
ω

0

9
月
3
日
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

子
供
た
ち
大
望
の
夏
休
み
に
入
り
夏
も
ま

っ
盛
り
と
い
う
こ
の
時
期
、
大
人
も
子
供
も

み
ん
な
お
元
気
で
す
か
?
。

今
回
は
、
長
期
休
暇
の
問
、
特
に
乱
れ
や

す
い
子
供
た
ち
の
食
事
や
生
活
、
そ
し
て
関

連
す
る
病
気
に
つ
い
て
で
す
。

一
般
的
に
、
夏
や
せ
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、

暑
い
時
期
は
体
重
が
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
そ
う
と
も
い
、
え
す
逆
に

増
加
傾
向
で
、
す
で
に
肥
満
か
肥
満
気
味
の

子
に
特
に
多
く
み
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
成
人
病
は
別
名
習
慣
病
と
も
一
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
急
に
か
か
る
の

で
は
な
く
、
子
供
か
ら
の
生
活
の
つ
み
震
ね

が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
病
気
と
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
る
の
で
す
。
又
、
極
端
に
言
え
ば
、
現

在
は
子
供
で
も
高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病

に
か
か
る
子
が
急
激
に
増
え
つ
つ
あ
る
と
い

う
事
で
す
。
こ
の
暑
い
時
期
、
ク
ー
ラ
ー
の

き
い
た
快
適
な
部
屋
で
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
や
お

菓
子
を
子
供
の
好
き
ほ
う
だ
い
に
さ
せ
て
お

く
と
、
(
こ
れ
も
一
つ
の
習
慣
で
す
の
で
:
・
)

将
来
的
に
、
親
な
ら
誰
も
が
願
う

H

子
供
の

健
康
U

は
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

〈
夏
休
み
で
も
守
り
た
い
生
活
習
慣
〉

※
食
事
は
規
則
正
し
く
向
じ
時
間
で
。

※
お
や
つ
は
、
食
事
で
足
り
な
い
栄
一
護
を

補
う
つ
も
り
で
、
中
味
に
工
夫
を
。

※
和
・
洋
田
中
華
と
合
わ
せ
て
、
食
品
の

数
を
一
日
却
種
類
以
上
と
れ
る
よ
う
に
。

※
う
す
味
に
、
な
れ
ま
し
ょ
う
。

※
親
子
で
一
緒
に
体
を
使
っ
た
遊
ぴ
や
、

ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
生
活
や
食
事
の
習
慣
を
、
変
、
え
て

あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
親
次
第
で
す
。
子
供
は
、

親
の
作
っ
た
料
理
や
味
を
食
べ
て
い
く
だ
け

で
す
の
で
、
長
い
将
来
を
考
、
え
て
、
子
供
の

好
み
ば
か
り
に
合
わ
せ
ず
手
を
か
け
て
料
理

し
て
下
さ
い
。
又
、
子
供
は
貌
の
背
中
を
み

て
育
つ
と
い
う
よ
う
に
、
親
も
一
緒
に
岳
分

の
生
活
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
(
こ
れ
は
、
私
自
身
の
反
省
も
あ

る
ん
で
す
。
一
一
首
う
こ
と
は
簡
単
で
す
け
ど
実

行
す
る
の
は
、
難
し
い
ん
で
す
よ
ね
)

(
保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)

200，000 ! 
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会場

松)11集落センター i午前9:30-11:30 

EZ海上宿集会所 i午後 1:15-3 :30 

神山集落センタ [午前 9:30-11:30 

大賞角一集会所 i午後 1:15-3 :30 

[午前9・30-11:30
上宿大貫集会所 i

午後 1:15-3・30

大賞舟渡集会所|午前9:30-11:30 

髭釜町寿集会所[午後 1:15-3 :30 

午前 9:30-11:30 
東光台集会所 i

i午後1:15-3 :30 

祝町集会所 i午前9:30-11:30 

松ケ丘住宅集会所|午後1:15-3 :30 

新 町 会館 i午前 9:30-11:30 

大洗町保健センター|午後1:15-3 :30 
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